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〔裏面記事〕

• �侍浜駐在所だより

• ���消防署からのお知らせ　

いわて消防指令セン

ター運用開始

• �令和８年度春季全国火

災予防運動

• �お知らせ

• �侍浜町の人口と世帯数

の
振
興
を
支
援
し
て
参
り
ま

す
。
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去
る
一
月
二
十
二
日
（
木
）

に
、放
課
後
こ
ど
も
教
室「
浜
っ

子
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」
の
閉
講

式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

登
録
者
十
六
名
、
全
二
十
回

実
施
し
た
「
浜
っ
子
な
か
よ
し

ク
ラ
ブ
」
で
は
、
各
種
工
作
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
。
伝
統

行
事
に
触
れ
る
機
会
や
清
掃
活

動
を
通
し
て
の
地
域
活
動
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
一
年
間
を
振

り
返
り
、「
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ

や
コ
ッ
ト
ン
ボ
ー
ル
作
り
が
楽

し
か
っ
た
。」「
今
度
は
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
釣
り
を
し
て
み
た

い
。」
な
ど
な
ど
の
感
想
を
一

人
ひ
と
り
が
紙
に
書
き
、
飾
り

つ
け
ま
し
た
。

　

六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
放

課
後
子
ど
も
教
室
も
、
お
か
げ

さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
も
放
課
後
子
ど
も
教

室
は
実
施
予
定
で
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
（
有
償
ボ
ラ

　

二
月
十
四
日
（
土
）、
十
五

日
（
日
）
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、｢

学
ぶ
心
が
つ
く
る

明
日
の
ま
ち｣

を
テ
ー
マ
に
、

市
政
施
行
二
十
周
年
記
念
と
し

て
の
市
民
生
涯
学
習
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
、

今
年
度
実
施
し
た
各
種
セ
ン

タ
ー
事
業
や
放
課
後
こ
ど
も
教

室「
浜
っ
子
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」

の
紹
介
や
報
告
、
市
民
セ
ン

タ
ー
利
用
団
体
で
あ
る
「
さ
む

ら
い
手
芸
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん

の
作
品
な
ど
を
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し

て
、
開
催
中
多
く
の
方
々
に
取

り
組
み
の
成
果
を
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
学
習
活

動
へ
の
参
加
促
進
や
生
涯
学
習
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今
回
は
、
侍
浜
町
で
も
生
産

が
盛
ん
な
「
し
い
た
け
」
を
食

材
と
し
た
給
食
が
提
供
。
侍
浜

小
学
校
の
五
年
生
の
給
食
の
時

間
に
、
遠
藤
市
長
や
坂
川
教
育

長
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
が
参

加
し
、
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
給
食

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
給
食
の
前
に
、

し
い
た
け
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
菌
床
し
い
た
け
と
原
木
し

い
た
け
の
違
い
や
、
生
し
い
た

け
と
干
し
し
い
た
け
の
違
い
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

生
し
い
た
け
の
生
産
量
は
岩
手

県
が
全
国
二
位
で
あ
り
、
岩
手

県
内
で
は
久
慈
市
が
一
位
で
あ

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
学
び

ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
給
食
に
参
加
し
た

侍
浜
小
学
校
五
年
生
の
菅
原
一

真
さ
ん
は
「
し
い
た
け
は
好
き

で
、普
段
か
ら
食
べ
て
い
ま
す
。

同
じ
し
い
た
け
で
も
、
干
し
し

い
た
け
と
生
し
い
た
け
の
よ
う

に
作
り
方
が
違
う
も
の
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
る

し
い
た
け
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

た
。

て
の
方
も
多
く
、
最
初
は
戸

惑
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、

久
慈
市
体
育
協
会
指
導
員
他
、

講
師
の
方
々
の
熱
心
な
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
徐
々
に
コ

ツ
を
つ
か
む
と
、
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
が
飛
び
出
す
な
ど
、
歓
声

が
上
が
る
ほ
ど
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
競
技
も
激
し
い
動

き
は
な
い
も
の
の
、
戦
略
重
視

の
奥
深
い
競
技
で
あ
り
ま
し

　

二
月
十
三
日
（
金
）、
侍
浜

市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

(

お
と
ど
け
！
ス
ポ
ー
ツ
教

室)

」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
を
通
じ

て
、
地
域
の
交
流
や
健
康
増
進

を
図
る
と
い
う
目
的
で
、「
ボ
ッ

チ
ャ
」
と
「
モ
ル
ッ
ク
」
と
い

う
競
技
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
初
め
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ン
テ
ィ
ア
）
を
随
時
募
集
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
六
月
か
ら

概
ね
一
月
ま
で
の
木
曜
日
（
学

校
の
長
期
休
暇
を
除
く
）
の
活

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
の
参
加
で
構

い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方
は

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

二
月
五
日
（
木
）、
高
等
部

調
理
班
の
生
徒
四
名
が
、
久
慈

翔
北
高
等
学
校
食
物
系
列
二
年

た
。
こ
の
賞
は
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
や
社
会
貢
献
な
ど
で
活
躍
し

た
児
童
生
徒
に
贈
ら
れ
ま
す
。

下
舘
さ
ん
は
第
二
十
四
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競

技
少
年
男
子
走
り
幅
跳
び
に
お

い
て
第
一
位
を
獲
得
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

生
十
三
名
の
生
徒
さ
ん
た
ち
と

「
肉
ま
ん
、
あ
ん
ま
ん
作
り
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
お
互
い
緊
張
し
た

様
子
で
し
た
が
、
翔
北
高
校
の

生
徒
さ
ん
た
ち
が
具
材
の
切
り

方
や
生
地
の
包
み
方
な
ど
優
し

く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と

活
動
し
た
り
休
憩
時
間
に
好
き

な
ア
ニ
メ
な
ど
の
話
で
盛
り
上

が
っ
た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
月
十
日
（
火
）、
高
等
部

一
年
下
舘
重
仁
さ
ん
が
岩
手
県

は
ば
た
き
賞
を
受
賞
し
ま
し

表
的
な
農
林
水
産
物
を
活
用

し
、
久
慈
市
の
子
ど
も
た
ち
が

給
食
を
通
じ
て
味
わ
う
機
会
を

設
け
る
も
の
で
す
。

　

二
月
十
九
日
（
木
）、
侍
浜

小
学
校
で
地
産
地
消
ふ
れ
あ
い

給
食
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
久
慈
市
の
代

拓
陽
支
援
学
校

拓
陽
支
援
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

〈
高
等
部
　
久
慈
翔
北

高
校
と
の
調
理
交
流
〉

〈
岩
手
県
は
ば
た
き
賞
受
賞
〉

期　　日　：　令和８年３月 26 日（木）９：30 ～ 11：30

場　　所　：　侍浜市民センター

内　　容　：　「へっちょこだんご」作り

対　象　等　：　小学生及びその保護者等 15 名程度

　　　　　　　（小学生のみの参加もОＫです！）

参　加　料　：　１人 200 円 ( 食材費 )

参加申込　：　�侍浜市民センター（TEL：58-2110）にお申込み

　　　　　　　下さい。

　　　　　　　※３月 19 日〆切

そ　の　他　：　�エプロン、三角巾等を持参のうえご参加ください。

「侍浜料理教室」参加者募集「侍浜料理教室」参加者募集

～親子で郷土料理作りを体験しませんか～～親子で郷土料理作りを体験しませんか～

令
和
七
年
度
市
民
生
涯
学
習
の
つ
ど
い

令
和
七
年
度
市
民
生
涯
学
習
の
つ
ど
い

令
和
七
年
度
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
終
了

令
和
七
年
度
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
終
了

「
閉
講
式
」
を
実
施

「
閉
講
式
」
を
実
施

侍
浜
小
学
校

侍
浜
小
学
校

　
地
産
地
消
ふ
れ
あ
い
給
食

　
地
産
地
消
ふ
れ
あ
い
給
食

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」

を
実
施

を
実
施
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・
一
日
～
七�

日　

春
季
全
国
火
災

予
防
運
動

・
四
日　
　

�

岩
手
県
立
高
校
一
般

入
学
者
選
抜

・
十
二
日　

�

侍
浜
中
学
校
卒
業
式

・
十
三
日　

�

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー

開
放
の
日

・
十
四
日　

�

侍
浜
中
学
校
閉
校
式

・
十
六
日　

�

岩
手
県
立
高
校
一
般

入
学
者
選
抜
合
格
発

表

・
十
七
日　

�

久
慈
拓
陽
支
援
学
校

卒
業
式

・
十
八
日　

�

侍
浜
小
学
校
終
了
式

・
十
八
日　

�

久
慈
拓
陽
支
援
学
校

修
了
式
・
離
任
式

・
十
九
日　

侍
浜
小
学
校
卒
業
式

・
二
十
日　

侍
浜
保
育
園
卒
園
式

・
二
十
日　

春
分
の
日

・
二
五
日　

侍
浜
小
学
校
離
任
式

・
二
六
日　

侍
浜
料
理
教
室

お
知
ら
せ

〇
三
月
（
弥
生
）

侍浜町の人口と世帯数
（令和８年１月末現在）

○人口� 2,029 人　（－ 55）
　　男� 959 人　（－ 23）
　　女� 1,070 人　（－ 32）
○世帯�　 989 世帯（－ 4）

※　（　）内は前年比
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こ
れ
か
ら
雪
解
け
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
な
だ
れ
や

落
雪
な
ど
多
く
の
危
険
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
時
期
特
有
の

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
危
険
な
場
所
は

確
認
し
て
お
こ
う
！
》

・�

雪
解
け
水
で
増
水
し
た
河
川

に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・�

雪
が
積
も
っ
て
い
る
急
斜
面

で
は
、
な
だ
れ
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

・�

雪
解
け
水
の
影
響
で
地
面
が

緩
み
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

《
屋
根
か
ら
の
落
雪
に

気
を
つ
け
よ
う
！
》

・�

屋
根
の
雪
が
落
ち
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
な
ど

の
建
物
へ
の
出
入
り
時
は
、

屋
根
か
ら
の
落
雪
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

《
凍
結
路
面
に

気
を
つ
け
よ
う
！
》

・�

雪
解
け
時
期
で
も
朝
晩
の
冷

え
込
み
に
よ
っ
て
は
路
面
の

凍
結
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
車

の
ス
リ
ッ
プ
や
歩
行
中
の
転

倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
気
象
情
報
を確

認
し
よ
う
！
》

・�

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
、

な
だ
れ
注
意
報
や
融
雪
注
意

報
な
ど
の
気
象
情
報
を
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

～
少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害

を
生
ま
な
い
社
会
の
実
現
の

た
め
に
～

〇
児
童
・
生
徒
の
環
境
が
変

わ
る
進
学
・
進
級
の
時
期
は
、

注
意
が
必
要
！

　
例
年
こ
の
時
期
は
、
進
学
や

進
級
、
就
職
な
ど
の
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
児
童
・
生
徒
の
気

持
ち
が
移
り
気
で
不
安
定
に
な

り
や
す
く
、
ま
た
、
春
休
み
の

解
放
感
か
ら
、
非
行
や
思
わ
ぬ

犯
罪
被
害
・
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
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害
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す
ぐ
に
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用
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間
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て
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ご
家
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話
し
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い
、
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し
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う
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害
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機
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や
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ア
レ
ン
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ル

コ
ン
ト
ロ
ー
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機
能
を
設
定
し

活
用
し
ま
し
ょ
う
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消防署からのお知らせ

いわて消防指令センター　運用開始

　令和８年４月１日から、 県内 10 の消防本部が共同で運用する 「いわて

消防指令センター」 が開所します。 これに先立ち、 久慈広域管内の 119

番通報は、 ３月 10 日 （火） から、 同指令センターで受信されます。

　緊急通報は 119 番のまま変わりません。 電話がつながる先は 「いわて

消防指令センター」に変わります。 消防車・救急車は久慈消防本部の各署・

各分署から出動します。

　通報するときには「久慈市侍浜町○○第○地割△の××」のように市

町村名から呼びたい場所を伝えてください。

令和８年
春季全国火災予防運動
防火標語（2026 年全国統一防火標語）

『急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし』

実施期間：令和８年３月１日（日）から
　　　　　　　　　３月７日（土）までの７日間

○昨年の大船渡市で発生した山火事以降、全国
で大規模な山火事が発生しました。
　林野火災は例年、春先に増加する傾向にあり、令和
７年２月には、岩手県大船渡市、３月には岡山県岡山
市や愛媛県今治市など大規模林野火災が相次いで発生
しました。
　今年１月から運用されている、林野火災警報及び林
野火災注意報などの情報に注意し、火の取り扱いにお
気をつけください。また、令和８年２月 17 日に仙台
管区気象台は東北太平洋側の少雨に関する東北地方気
象情報を発表しています。１月１日から２月 16 日ま
での降水量は、平年の１割以下となっている所もあり
ます。火の取り扱いに十分注意してください。

○地震による火災の過半数は電気が原因
　東日本大震災による火災は 111 件あり、そのうち
過半数が電気関係の火災でした。
　地震の揺れにともなう電気機器からの出火や、停電
が復旧したときに火災（通電火災）が発生することが
あります。

【通電火災の事例】
　暖房機器を使用しているときに地震が発生し、ブ
レーカーの遮断やコンセントを抜く余裕もなく避難し
て、人がいなくなった家で、電源が入ったままの電化
製品が服などの可燃物に接している状態で電気が復旧
し、火災になった。

○感震ブレーカーとは？
　避難する場合は、電気ブレーカーを落とすことも火
災防止に役立ちます。また、大きな地震が起きたとき
に自動でブレーカーを落とすものもあります。それが
「感震ブレーカー」です。感震ブレーカーは、大地震
が発生したときに、設定値以上の揺れを感知すると、
ブレーカーやコンセント等の電気を自動的に遮断する
器具です。破損や転倒した電気器具の火災を防ぐもの
です。
　感震ブレーカーにも様々な種類があるので、自分の
用途に合ったものを選択しましょう。

今、備えよう。大規模地震時
における電気火災対策
（総務省消防庁）


